


新年の ごあいさつ
桜川市長

中
な か

田
た

　裕
ひろし

桜川市議会議長

相
あ い

田
た

　一
か ず

良
よ し

　
２
０
１
２
年
の
新
春
を
迎
え
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
3
月
11
日
（
金
）
14
時
46
分

頃
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
に

お
き
ま
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
震
災
で
、
桜
川
市
で
は
震
度

６
弱
を
観
測
し
ま
し
た
。幸
い
に
も
、

死
亡
者
・
重
傷
者
は
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
市
内
各
所
で
屋
根
瓦
・
壁
、

塀
な
ど
の
崩
落
や
道
路
の
亀
裂
・
陥

没
な
ど
、
未
だ
私
た
ち
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
突
然
の
大
地
震
は
、
市

内
の
多
方
面
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
復
興
に
向
け
て

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
も
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。

　
復
旧
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
や
、
貴
い
ご
厚
志
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
、
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
「
東
日
本
大
震
災
」
は
、
県

西
総
合
病
院
の
施
設
面
に
も
甚
大
な

被
害
を
与
え
、
本
市
の
医
療
環
境
の

悪
化
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
ま
し

た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
県
西
総
合

病
院
は
医
師
不
足
な
ど
に
よ
り
機
能

を
縮
小
。
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

が
果
た
せ
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
状
態
を
放
置
す
る
と
、
や
が

て
は
地
域
医
療
が
崩
壊
し
、
市
民
生

活
の
基
本
で
あ
る「
健
康
な
暮
ら
し
」

を
確
保
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
発
症

し
て
か
ら
一
刻
を
争
う
脳
卒
中
や
急

性
心
筋
梗
塞
な
ど
の
緊
急
医
療
に
24

時
間
３
６
５
日
対
応
で
き
る
新
中
核

病
院
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
地
域
医

療
の
過
疎
化
対
策
に
大
変
有
効
な
手

段
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
医

療
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
桜
川
市
長
と
し
て
2
期
目

の
市
政
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
2
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
も
私
は
、
一
貫
し
て
「
市あ

な

た民
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
理
念
に
、

顔
の
見
え
る
市
政
・
市
民
の
皆
様
の

声
を
聴
く
市
政
を
推
進
し
な
が
ら
、

第
1
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
市
の
将

来
像
「
伝
統
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
田
園
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向

け
た
市
政
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
本
年
も
引
き
続
き
、
こ
の
基
本

理
念
の
も
と
将
来
像
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
け
て
も
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
年
明
け
最
初
に
開
催
さ
れ
る
「
真

壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
た
「
真
壁
の
町
並
み
」、

西
の
吉
野
・
東
の
桜
川
と
並
び
称
さ

れ
る
国
指
定
の
名
勝
「
桜
川
の
サ
ク

ラ
」
や
「
雨
引
観
音
」
な
ど
、
本
市

の
自
然
環
境
や
伝
統
文
化
を
訪
れ
る

方
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
昨
年
３
月
に
北
関
東
自

動
車
道
が
全
線
開
通
に
な
り
、
北
関

東
方
面
か
ら
本
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

一
段
と
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
茨

城
空
港
の
開
港
に
合
わ
せ
て
北
関
東

自
動
車
道
（
茨
城
町
Ｊジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

Ｃ
Ｔ
）
か
ら

東
関
東
自
動
車
道
・
茨
城
空
港
北
IC

（
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

）ま
で
が
開
通
。
さ
ら
に
、
そ

の
先
の
潮
来
IC
ま
で
の
東
関
東
自
動

車
道
水
戸
線
が
全
線
開
通
す
れ
ば
、

県
西
地
区
か
ら
の
遠
隔
地
で
あ
っ
た

鹿
行
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
常
磐
自
動

車
道
と
東
関
東
自
動
車
道
が
圏
央
道

で
繋
が
れ
ば
、
千
葉
方
面
か
ら
本
市

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
飛
躍
的
に
向
上
し

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
交
通
網
の
整
備
、
特

に
広
域
的
な
高
速
交
通
網
の
整
備

は
、
本
市
の
交
流
人
口
の
増
加
に
よ

る
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
繋
が
る
も

の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
昨
年
は
地
球
規
模
で
災

害
が
発
生
し
た
年
で
し
た
。
本
年
は

辰
年
で
す
。
今
年
こ
そ
は
、
昇
り
龍

に
あ
や
か
っ
て
皆
様
に
と
り
ま
し
て

飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ま
り
総
合
病
院
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
重
要
課
題
の
医
師
、
看
護
師
の

担
保
も
な
く
両
市
の
負
担
金
の
割
合

な
ど
、
全
て
先
送
り
で
ス
タ
ー
ト
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
資
金
は
、
国
か
ら
の
一
部
交
付
金

と
両
市
の
借
金
で
建
設
さ
れ
る
予
定

で
す
。
建
設
後
に
は
、
市
民
生
活
に

多
大
な
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら

過
半
数
の
議
員
は
、
今
の
時
点
で
の

結
論
を
出
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
は
い
え
、
中
核
病
院
の
必

要
性
は
、
我
々
議
員
も
良
く
分
か
っ

て
い
る
つ
も
り
で
す
。
今
後
は
執
行

部
を
含
め
、
各
方
面
の
方
々
と
協
議

を
重
ね
、
県
の
指
導
も
仰
ぎ
、
市
民

の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
世
の
中
、
い
い
事
ば
か
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
苦
し
い
事
」「
悲
し
い
事
」

「
つ
ま
ら
な
い
事
」
い
く
ら
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
世
の
常
で
す
。
で

も
こ
れ
は
、
生
き
て
い
る
証
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
市
民
の

皆
さ
ん
、「
さ
あ
！
」
と
大
き
な
声

で
立
ち
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
あ
「
起
き
よ
」、
さ
あ
「
行
っ

て
き
ま
す
」、
さ
あ
「
仕
事
頑
張
る

ゾ
！
」
必
ず
元
気
に
な
り
ま
す
。

　
さ
あ
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
今
年
一

年
元
気
で
頑
張
ろ
う
！

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

一
語
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
坂
に
は
、
三
つ
の
坂
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
上
り
坂
」「
下
り

坂
」
そ
し
て
三
つ
目
の
「
ま
坂
」
で
す
。

　
昨
年
の
３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し

た
東
日
本
大
震
災
は
、
ま
さ
に
「
ま

坂
」の
中
の「
ま
坂
」で
あ
り
ま
す
。地

震
、
津
波
、
原
子
力
発
電
所
の
崩
壊

事
故
、
そ
の
影
響
に
よ
る
放
射
能
も

れ
、
さ
ら
に
、
風
評
被
害
と
「
ま
坂
」

の
連
続
で
し
た
。多
く
の
尊
い
命
と
、

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
貴
重
な
財
産

を
一
瞬
の
内
に
奪
わ
れ
、
深
い
悲
し

み
と
絶
望
の
続
く
中
、
は
や
10
か
月

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
映
像
や
ニ
ュ
ー
ス
を
通
し
て
、
日

本
人
の
忍
耐
力
や
助
け
合
い
の
精

神
、
そ
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
技
術

力
を
再
認
識
し
た
人
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
災
害

や
大
事
故
の
よ
う
な
非
常
事
態
に
対

し
て
、
今
回
我
々
の
と
っ
た
対
応
を

冷
静
に
分
析
し
、
今
後
の
防
災
に
活

か
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
於
い
て
も
、
大
き
な
被
害

が
出
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
真
壁
地

区
内
に
於
い
て
は
、
伝
統
的
建
築
物

が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
現
在
、
国
の

補
助
を
受
け
急
ピ
ッ
チ
で
改
修
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
春
の
真

壁
の
ひ
な
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た

り
、
議
会
と
し
て
も
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
各
地
の
「
元
気
な
街
」
に
は

三
つ
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
中
心

に
な
る
人
が
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
よ

そ
者
」「
元
気
者
」「
若
者
」
が
頑
張
っ

て
い
る
街
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な

人
達
を
年
配
者
が
後
押
し
す
る
街
、

そ
し
て
行
政
自
ら
も
表
に
出
て
仕
掛

け
る
こ
と
が
で
き
る
街
で
あ
り
ま

す
。
商
店
街
は
、
野
球
に
た
と
え
る

と
四
番
打
者
よ
り
も
機
動
力
の
あ
る

一
番
打
者
の
よ
う
な
人
が
活
動
し
、

で
き
る
こ
と
は
、
今
日
、
明
日
に
で

も
や
ろ
う
と
い
う
行
動
力
が
必
要
で

す
。
成
功
の
反
対
は
、
失
敗
で
な
く

「
何
も
し
な
い
」
こ
と
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
そ
ん
な
商
店
街
の
活
動
を

後
押
し
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
市
の
最
大
の
案
件
は
、
中

核
病
院
建
設
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
計
画
は
、
筑
西
市
民
病
院

（
筑
西
市
）、
県
西
総
合
病
院
（
桜
川

市
）
を
再
編
し
、
心
疾
患
者
、
脳
疾

患
者
に
対
応
可
能
な
３
０
０
床
規
模

の
新
設
病
院
で
す
。
患
者
は
、
救
急

車
の
搬
送
者
か
、
開
業
医
の
紹
介
者

の
み
で
あ
り
、
一
般
外
来
（
頭
痛
・

腹
痛
な
ど
）
は
受
け
入
れ
て
く
れ
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
お
産
の
施
設
も
な
く
、
つ
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平
成
23
年
第
１
回
桜
川
市
教
育

委
員
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
市
教

育
委
員
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

教
育
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
市
教

育
委
員
長
、
市
教
育
委
員
長
職
務

代
理
者
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

■
主
な
経
歴
／（
株
）海
老
澤
工
業

所
取
締
役
、
桜
川
市
教
育
委
員
、

桜
川
市
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

■
主
な
経
歴
／
桜
川
市
立
岩
瀬
西

中
学
校
校
長
、
桜
川
市
家
庭
相
談

員
、
同
保
護
司
、
桜
川
市
教
育
委

員

　
平
成
23
年
９
月
７
日
開
会
の
第

３
回
市
議
会
定
例
会
で
、
櫻
井
幸

子 

氏
（
真
壁
町
田
地
区
）
が
桜

川
市
ほ
か
一
部
事
務
組
合
等
公
平

委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

■
主
な
経
歴
／
下
妻
市
立
高
道
祖

小
学
校
長
、
筑
西
市
立
小
栗
小
学

校
校
長
、
筑
西
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
指
導
員
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
（
主
任
児
童

委
員
）

　
昨
年
の
11
月
18
日
、
東
京
都

内
で
行
わ
れ
た
、
公
益
社
団
法

人 

大だ
い

日に

本ほ
ん

農の
う

会か
い

（
総
裁
／ 

桂
か
つ
ら
の
み
や宮

宜よ
し

仁ひ
と

親
王
殿
下
）
主
催
の
平
成
23

年
度
第
95
回
農
事
功
績
者
表
彰
式

で
、
菱
沼
英
昌
氏
（
富
谷
地
区
）

が
「
緑

り
ょ
く

白は
く

綬じ
ゅ

有ゆ
う

功こ
う

章し
ょ
う

」
を
受
章
し

ま
し
た
。

　
こ
の
章
は
、
農
事
改

良
の
実
行
な
ど
に
顕
著

な
功
績
を
あ
げ
、
地
域

農
業
の
発
展
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
現
に
農

業
に
従
事
し
、
相
応
の

所
得
を
得
て
い
る
者
に

授
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
菱
沼
さ
ん
は
、
近
隣

農
家
４
戸
で
「
有
限
会

社 

イ
ワ
セ
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
」
を
経
営
し
、

水
稲
・
麦
・
大
豆
・
蕎

麦
の
栽
培
で
は
、
省
力

化
・
機
械
化
を
導
入
し

た
大
規
模
土
地
利
用
型

経
営
に
着
手
し
確
立
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
農
業
の
担
い
手
と

し
て
、
農
地
の
有
効
利
用
な
ど
地

域
農
業
の
振
興
と
活
性
化
に
も
貢

献
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

市
教
育
委
員
長
に

海え

老び

澤さ

わ 

敦
あ
つ
し 

氏

教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
に

奥お

く

村む

ら 

茂
し
げ
る 

氏
が
就
任

桜
川
市
ほ
か
一
部
事
務
組
合
等

公
平
委
員
会
委
員
に

櫻
さ
く
ら

井い 

幸さ

ち

子こ 

氏
が
選
任

　

平
成
23
年
９
月
７
日
開
会
の
第

３
回
市
議
会
定
例
会
で
、
任
命
同

意
を
得
た
古
橋
矩
子 

氏
（
真
壁

町
上
小
幡
地
区
）
が
、
新
た
に
市

教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴
／
結
城
市
立
結
城
東

中
学
校
校
長
、
茨
城
県
県
西
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
生
涯
学
習
指
導
相

談
員
、
桜
川
市
適
応
指
導
教
室
相

談
員

市
教
育
委
員
に

　
古ふ

る

橋は

し 
矩の

り

子こ 

氏
が
選
任

教育委員

古橋　矩子 氏

教育委員長

海老澤　敦 氏

教育委員長職務代理者

奥 村　 茂 氏

公平委員

櫻井　幸子 氏

農
事
功
績
表
彰
！

菱ひ
し

沼ぬ
ま 

英ひ
で

昌ま
さ 

氏
（
富
谷
地
区
）
が

「
緑
白
綬
有
功
章
」
を
受
章

緑
白
綬
有
功
章
受
賞
の
喜
び
を
中
田
市
長
に

報
告
に
訪
れ
た
菱
沼
英
昌
さ
ん
（
写
真
左
）
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急
速
に
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
や
か
で

活
力
に
満
ち
た
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

す
。

　
第
５
期
桜
川
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、「
一

人
ひ
と
り
が
輝
き
、
地
域
が
支
え

あ
う
、
い
き
い
き
健
康
の
ま
ち 

桜
川
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
平

成
24
年
度
～
26
年
度
の
３
年
間
に

お
け
る
高
齢
者
施
策
と
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
各
事
業
を
計
画
的
に

進
め
て
い
く
た
め
に
策
定
す
る
も

の
で
す
。

■
計
画
案
の
公
表
／
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、介
護
長
寿
課（
岩

瀬
庁
舎
）お
よ
び
総
合
窓
口
課（
大

和
・
真
壁
庁
舎
）
で
１
月
23
日
か

ら
、
平
日
の
９
時
～
16
時
ま
で
本

計
画
（
案
）
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方
／
市

内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
の

方
、
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る

方
な
ど

■
意
見
募
集
期
間
／
１
月
23
日

（
月
）
～
２
月
13
日
（
月
）
必
着

　
桜
川
市
第
３
期
障
害
福
祉
計
画

は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
定
め

る
障
が
い
の
あ
る
人
の
地
域
生
活

へ
の
移
行
及
び
就
労
等
自
立
を
支

援
す
る
観
点
か
ら
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
支
援
事
業
者
な

ど
の
基
盤
整
備
を
図
る
も
の
で

す
。

　
こ
の
計
画
は
、
第
１
期
、
第
２

期
計
画
の
分
析
・
評
価
と
現
行

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
実
態
把
握
を

踏
ま
え
、
県
と
協
働
し
「
圏
域
」

単
位
の
現
行
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
考

慮
し
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
地
域
生
活
に
お
け
る
自
立
支
援

策
を
図
る
た
め
、
平
成
24
～
26
年

度
の
３
年
間
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

基
盤
整
備
計
画
と
し
て
策
定
す
る

も
の
で
す
。

■
計
画
案
の
公
表
／
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、社
会
福
祉
課（
岩

瀬
庁
舎
）お
よ
び
総
合
窓
口
課（
大

和
・
真
壁
庁
舎
）
で
１
月
24
日
か

ら
、
平
日
の
９
時
～
16
時
ま
で
本

計
画
（
案
）
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方
／
市

内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
の

方
、
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る

■
提
出
方
法
／
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封

書
に
「
第
５
期
桜
川
市
高
齢
者
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
書
き
、

住
所
・
氏
名
ま
た
は
名
称
・
連
絡

先
を
明
記
し
、
次
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
頭
、
電
話
で
の
ご
意
見
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

・�

郵
送
／
〒
３
０
９-

１
２
９
２

桜
川
市
岩
瀬
64-
２
　
桜
川
市

役
所
　
介
護
長
寿
課

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６-
75-

４
６
９
０

・�

電
子
メ
ー
ル
／
桜
川
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　〔
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
内
専
用
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
〕
か
ら
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

持
参
／
保
健
福
祉
部
　
介
護
長

寿
課
（
岩
瀬
庁
舎 

第
２
庁
舎

１
階
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
各
１
階
）

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課
（
☎
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
３
３
２
）

方
な
ど

■
意
見
募
集
期
間
／
１
月
24
日

（
火
）
～
２
月
22
日
（
水
）
必
着

■
提
出
方
法
／
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封

書
に
「
桜
川
市
第
３
期
障
害
福
祉

計
画
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と

書
き
、
住
所
・
氏
名
ま
た
は
名
称
・

連
絡
先
を
明
記
し
、
次
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
頭
、
電
話
で
の
ご
意
見
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

・�

郵
送
／
〒
３
０
９-

１
２
９
２

桜
川
市
岩
瀬
64-

２
　
桜
川
市

役
所
　
社
会
福
祉
課

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６-

75-

４
６
９
０

・�

電
子
メ
ー
ル
／
桜
川
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　〔
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
内
専
用
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
〕
か
ら
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

持
参
／
保
健
福
祉
部
　
社
会
福

祉
課
（
岩
瀬
庁
舎 

第
２
庁
舎

１
階
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
各
１
階
）

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
（
☎
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
３
１
３
）

「
第
５
期
桜
川
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）」

「
桜
川
市
第
３
期
障
害
福
祉
計
画
（
案
）」

「パブリックコメント」とは、市の基本的な計画や条例などを策定
しようとするときに、事前に（案）を公表し、市民の皆様から意見
を伺い、寄せられた意見を考慮して最終案をつくり、その寄せられ
た意見に対して市の考え方を公表する一連の手続きのことです。

『パブリックコメント』
－ 皆様からのご意見を募集します －



南
飯
田
小
で
親
子
が
そ
ば
打
ち
体
験

真
壁
小
で
「
子
ど
も
を
守
る

１
１
０
番
の
家
」
駆
け
込
み
・
通
報
訓
練

坂
戸
小
に
二
宮
金
次
郎
像
を
寄
贈

「
犯
罪
被
害
者
支
援
募
金
箱
」

ー
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ー

紫
尾
小
で
バ
ザ
ー
・
模
擬
店

家
庭
科
室
で
児
童
た
ち
は
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
一
生
懸
命
手
打
ち
そ
ば
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
お
い
し
そ
う
な
そ
ば
の
お
土
産
が
で
き

ま
し
た
。

不
審
者
（
写
真
右
）
か
ら
の
「
道
を
教
え
て
」

の
声
掛
け
に
、
近
所
の
１
１
０
番
の
家
を
目

指
し
逃
げ
る
真
壁
小
の
児
童
た
ち

坂
戸
小
学
校
校
舎
北
側
で
金
次
郎
像
の
除
幕

式
に
参
加
し
た
児
童
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
（
写

真
中
央:

平
石
道
高
さ
ん
）

市
役
所
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
課
カ
ウ
ン
タ
ー

に
配
置
さ
れ
て
い
る
犯
罪
被
害
者
支
援
募
金

箱
に
あ
な
た
の
ご
協
力
を
！

児
童
の
保
護
者
の
ほ
か
地
域
の
方
々
な
ど
で

賑
わ
い
を
見
せ
る
、
紫
尾
小
学
校
の
バ
ザ
ー
・

模
擬
店
の
模
様

　
南
飯
田
小
学
校
の
5
年
生
児
童
と
そ
の
保
護
者

約
60
人
が
、
そ
ば
打
ち
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
　

　
そ
ば
打
ち
の
指
導
を
し
た
の
は
、
岩
瀬
そ
ば
の

会
（
若わ

か

林
ば
や
し

正ま
さ

美み

会
長
）
の
皆
さ
ん
。
ほ
と
ん
ど

の
児
童
は
初
め
て
の
体
験
で
、
講
師
の
方
か
ら
そ

ば
粉
の
混
ぜ
方
か
ら
こ
ね
方
を
熱
心
に
学
ん
で
い

ま
し
た
。
麺
棒
で
生
地
を
伸
ば
す
作
業
は
難
し
い

様
子
で
し
た
。

　
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
た
児
童
た
ち
は
「
そ
ば
の

打
ち
方
を
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
っ
て
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ
ね
る
の
も
包
丁
で
切
る
の
も
、
力
が

い
る
の
で
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
家
で
ゆ
で
て
食
べ

る
の
が
楽
し
み
で
す
。」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
真
壁
小
学
校
で
、
桜
川
市
学
校
警
察
連
絡
協
議

会
主
催
に
よ
る「
子
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
」

駆
け
込
み
・
通
報
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
内
で
不
審
者
に
よ
る
声
掛
け
事
案

が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
自
警
団
な
ど

の
参
加
協
力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
児
童
が
下
校
途
中
に
不
審
者
か
ら

の
声
掛
け
か
ら
逃
れ
、
近
く
の
１
１
０
番
の
家
に

駆
け
込
み
、
警
察
に
通
報
し
て
も
ら
う
ま
で
の
訓

練
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
は
、「
危
な
い

と
感
じ
た
ら
、
大
き
な
声
で
助
け
を
求
め
た
り
防

犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
て
逃
げ
た
り
と
い
っ
た
行
動

が
自
然
に
で
き
ま
し
た
。」と
、話
し
て
い
ま
し
た
。

　
坂
戸
小
学
校
に
、
地
元
長
方
地
区
の
平ひ

ら

石い
し

道み
ち

高た
か

さ
ん
（
80
歳
）
か
ら
二
宮
金
次
郎
像
と
寄
付
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
式
で
平
石
さ
ん
は
、「
私
・
子
・
孫
と
お

世
話
に
な
っ
た
坂
戸
小
学
校
に
お
礼
と
し
て
贈
り

ま
す
。
子
供
た
ち
に
は
、
す
べ
て
の
も
の
に
感
謝

し
、
す
べ
て
の
徳
（
恩
恵
）
に
報
い
る
、『
報
徳
』

の
心
を
も
っ
て
、
元
気
で
学
ん
で
欲
し
い
。」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、児
童
を
代
表
し
て
、荒あ

ら

井い

美み

羽わ

さ
ん
（
６

年
生
）
が
「
金
次
郎
さ
ん
の
生
き
方
や
考
え
方
を

手
本
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。」
と
、
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
公
益
社
団
法
人
い
ば
ら
き
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご

家
族
が
一
日
も
早
く
回
復
で
き
る
よ
う
に
、
民
間

団
体
と
し
て
、
相
談
や
各
種
の
支
援
な
ど
、
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
資
金
は
、
自
治
体
か

ら
の
助
成
金
、
賛
助
会
員
の
会
費
、
一
般
の
皆
様

の
寄
付
な
ど
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
寄
付
は
、
広
く
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を

頂
け
る
よ
う
に
、
公
共
施
設
な
ど
に
募
金
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
募
金
箱
へ
の
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
紫
尾
小
学
校
で
、
授
業
参
観
に
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
主
催
に
よ
る
バ
ザ
ー
・
模
擬
店
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
バ
ザ
ー
に
は
、
児
童
の
保
護
者
や
地
域
の
方
々

か
ら
、
タ
オ
ル
・
洗
剤
・
食
器
類
な
ど
が
多
数
持

ち
寄
ら
れ
、
模
擬
店
と
併
せ
て
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。
体
育
館
で
は
、
桃
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
、
同
校
児
童
に

よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
児
童

の
下
校
時
約
２
５
０
人
が
参
加
し
て
「
風
船
リ

リ
ー
ス
」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
児
童
た
ち
に
は
、

思
い
出
に
残
る
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
バ

ザ
ー
で
の
収
益
金
の
一
部
は
、
東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
主
催
の
「
平
成
23

年
度 

桜
川
市
青
少
年
の
主
張
大
会
」
が
、
真
壁

伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
市
内
の
小･

中
学
校
お
よ
び
高

等
学
校
の
19
校
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
児

童
・
生
徒
1
人
が
各
々
5
分
間
程
度
で
、
普
段
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
3
月
に
発
生
し
た
大
震
災
を
題
材
に

し
て
の
発
表
が
目
立
ち
、
自
ら
が
初
め
て
経
験
し

た
恐
ろ
し
い
出
来
事
や
震
災
を
通
し
て
学
ん
だ
大

切
な
こ
と
な
ど
に
触
れ
た
児
童
・
生
徒
た
ち
の
発

表
は
、
来
場
者
の
気
持
ち
を
震
わ
す
素
晴
ら
し
い

ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。

「
桜
川
市
青
少
年
の
主
張
大
会
」で

児
童
・
生
徒
が
熱
弁

多
く
の
来
場
者
の
前
で
熱
弁
を
終
え
た
児
童
・

生
徒
た
ち
は
、
安
堵
感
、
達
成
感
に
満
ち
た

表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。
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全
国
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

茨
城
大
会
で
大
和
中
か
ら
上
位
入
賞
者

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
茨
城
県

大
会
で
最
優
秀
賞
の
藤
田
涼
花
さ
ん
（
写
真

右
）
優
秀
特
別
賞
の
飯
島
百
香
さ
ん
（
同
左
）

あ
し
た
の
日
本
を
創
る
運
動
推
進
功
労
表
彰

の
受
賞
に
あ
た
り
中
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し

た
菱
沼
信
さ
ん
（
写
真
左
）

　
第
31
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
茨

城
県
大
会
（
主
催
／
水
戸
地
方
法
務
局
な
ど
）
が

開
催
さ
れ
、
応
募
総
数
約
１
８,
０
０
０
点
の
中

か
ら
、
大
和
中
学
校
1
年
生
の
藤ふ

じ

田た

涼す
ず

花か

さ
ん
の

作
品
が
最
優
秀
賞
、
同
校
3
年
の
飯い

い

島じ
ま

百も
も

香か

さ
ん

の
作
品
が
優
秀
特
別
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
中
学
生
が
人
権
尊
重
へ
の

理
解
を
深
め
る
目
的
で
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
の
藤

田
さ
ん
の
作
品
は
「
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ

て
」
と
題
し
て
、
聴
覚
障
害
で
あ
る
自
分
を
支
え

て
く
れ
る
多
く
の
友
達
や
家
族
、
先
生
な
ど
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

菱
沼
信
さ
ん
が「
あ
し
た
の
日
本
を

創
る
運
動
推
進
功
労
表
彰
」受
賞

　
桜
川
生
活
学
校
の
運
営
委
員
長
の
菱ひ

し

沼ぬ
ま

信の
ぶ

さ
ん

（
岩
瀬
地
区
）
が
「
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
運
動

推
進
功
労
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
菱
沼
さ
ん
が
平
成
７
年
に
岩
瀬
生
活

学
校
（
現
在
の
桜
川
生
活
学
校
）
運
営
委
員
長
に

就
任
以
来
、
地
産
地
消
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な

ど
の
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
生

き
が
い
と
活
力
に
満
ち
た
希
望
の
持
て
る
地
域
社

会
の
創
造
を
目
指
す
運
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、現
在
も
菱
沼
さ
ん
は
、

食
を
通
し
た
エ
コ
ラ
イ
フ
運
動
や
マ
イ
バ
ッ
ク
利

用
の
推
進
運
動
な
ど
、
身
近
な
課
題
の
解
決
に
向

け
て
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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週刊「池上彰と学ぶ　日本の総理」
　　　全30巻予定　　　　　600円

ムラカミ書店 桜川市真壁町真壁198

TEL0296-55-3160

本・文具・事務用品・印章 (印鑑翌日仕上げ)等

只今、予約受付中!!只今、予約受付中!!配送料は
無料です！
配送料は
無料です！

INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

平
成
24
・
25
年
度
入
札
参
加
資

格
申
請
受
付

財
政
課

■
受
付
期
間
／
２
月
１
日
（
水
）
～

29
日
（
水
）

■
受
付
場
所
／
市
役
所
大
和
庁
舎
２

階 

第
３
会
議
室

代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い

下
妻
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

桜
川
市
部
会

■
日
時
／
２
月
７
日
（
火
）、
13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
場
所
／
市
役
所
真
壁
庁
舎
２
階 

市
民
課 

人
権
啓
発
推
進
室

■
相
談
内
容
／
離
婚
・
相
続
・
い
じ

め
・
金
銭
貸
借
な
ど

■
問
合
先
／
桜
川
市
市
民
課 

人
権

啓
発
推
進
室
（
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
４
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

桜
川
警
察
署

　
１
１
０
番
は
、事
件
・
事
故
に
遭
っ

た
と
き
や
目
撃
し
た
と
き
に
、
警
察

へ
緊
急
の
通
報
を
す
る
た
め
の
手
段

で
す
。

携
帯
電
話
か
ら

１
１
０
番
す
る
時
は

・�

市
外
局
番
な
し
で
「
１
１
０
」
を

プ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

通
報
場
所
の
位
置
が
あ
る
程
度
特

定
さ
れ
ま
す
が
、
近
く
の
会
社
や

お
店
、
ま
た
は
東
京
電
力
の
電
柱

番
号
や
自
動
販
売
機
の
住
所
ス

テ
ッ
カ
ー
の
住
所
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

聴
覚
・
言
語
に
障
害
の
あ
る
方
の

１
１
０
番
は

・�

メ
ー
ル
１
１
０
番
（
携
帯
電
話
）

／h
ttp
://ib
a
ra
k
i1
1
0
.jp

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番
／
♯
７
４
１
２

（
ま
た
は
０
２
９-

３
０
１-

６
１
１
０
）

緊
急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
は

　
警
察
安
全
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
♯
９
１
１
０
ま
た
は
０
２
９-

３
０
１-

９
１
１
０
）
ま
た
は
、
桜

川
警
察
署
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
警
察
署
（
☎

０
２
９
６-

55-

０
１
１
０
代
表
）

桜
川
市
嘱
託
職
員
募
集
（
介
護

認
定
調
査
員
）

介
護
長
寿
課

■
募
集
人
員
／
１
名

■
任
用
期
間
／
平
成
24
年
４
月
１
日

～
平
成
25
年
３
月
31
日

■
勤
務
場
所
／
介
護
長
寿
課
（
岩
瀬

庁
舎
）

■
業
務
内
容
／
介
護
認
定
申
請
者
宅

や
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
身
体
状
況

等
を
調
査
し
て
調
査
記
録
を
作
成
す

る
業
務（
県
主
催
研
修
会
を
受
講
し
、

認
定
調
査
員
証
を
取
得
し
ま
す
。）

■
勤
務
日
／
週
３
日
（
曜
日
に
つ
い

て
は
相
談
可
）

■
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
15

分■
賃
金
／
日
給
９,
０
０
０
円

■
応
募
資
格
／
60
歳
未
満
で
保
健

師
・
看
護
師
（
准
も
可
）・
介
護
支

援
専
門
員
資
格
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
の
で
き
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
１
月
31
日（
火
）必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
介
護
長
寿
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
２ 

桜
川
市
岩

瀬
64-

２ 

☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
、
内
線
２
３
３
４
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
募
集

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

　
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
と
町
並
み
散

策
・
真
壁
伝
承
館
見
学
で
案
内
人
が

付
き
、
午
後
、
希
望
者
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
の
撮
影
講
習
会
を
し
ま

す
。

　
あ
な
た
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使

い
こ
な
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
２
月
５
日（
日
）、
９
時
～

■
集
合
場
所
／
真
壁
体
育
館 

駐
車

場■
参
加
費
／
非
会
員
３
０
０
円
（
当

日
徴
収
）、
会
員
無
料

■
申
込
期
限
／
１
月
31
日
（
火
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
ス
マ

イ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎
０
９
０

-

６
７
９
３-

２
０
１
６
）、
桜

川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
１
３
２
）

　
市
の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
振
興

に
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
氏
名
／
桜
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

様■
寄
付
金
／
１
９
５,
６
０
０
円

■
受
付
時
間
／
９
時
～
12
時
・
13
時

～
16
時
（
土
・
日
曜
、祝
日
を
除
く
。）

■
郵
送
受
付
／
受
領
票
送
付
用
封
筒

（
切
手
を
貼
り
、
送
付
先
を
記
載
し

た
も
の
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
月
29
日
消
印
ま
で
有
効
）

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。（h

ttp
://

w
w
w
.city
.sa
k
u
ra
g
a
w
a
.lg
.jp

）

■
問
合
せ
・
郵
送
先
／
財
政
課 

契

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ
（
毎
週
月
曜
日
に
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に
害

の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が
放

射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表
す
単

位■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

約
検
査
係
（
〒
３
０
９-

１
２
９
３

桜
川
市
羽
田
１
０
２
３ 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
２
２
・
１
２
２
４
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

２
月
６
日 

霞
ヶ
浦
用
水
土
地

改
良
区
総
代
総
選
挙

総
務
課

　
２
月
18
日
（
土
）
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
、
霞
ヶ
浦
用
水
土
地
改

良
区
の
総
代
総
選
挙
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
被
選
挙
権
は
、
霞
ヶ
浦
用

水
土
地
改
良
区
組
合
員
の
方
々
に
限

り
ま
す
。

■
選
挙
日
／
２
月
６
日
（
月
）

■
投
票
時
間
／
８
時
30
分
～
16
時

■
投
票
場
所
／
市
役
所
大
和
庁
舎 

大
会
議
室

■
立
候
補
届
出
期
間
／
１
月
30
日

（
月
）
～
31
日
（
火
）（
８
時
30
分
～

17
時
）

■
立
候
補
届
出
場
所
／
市
役
所
大
和

庁
舎 

２
階
会
議
室

■
選
挙
す
べ
き
総
代
の
数
／
第
２
選

挙
区 

21
人

■
問
合
先
／
桜
川
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
桜
川
市
総
務
課
内
）（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
１
６
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

２
月
１
日
（
水
） 

平
成
24
年
経

済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
を
実

施
し
ま
す

企
画
課

　
こ
の
調
査
は「
経
済
の
国
勢
調
査
」

と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
す
べ
て
の
事

業
所
・
企
業
が
対
象
で
す
。
日
本
の

経
済
活
動
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
各
事
業
所
・
企
業
を

訪
問
し
た
際

は
、配
布
す
る

調
査
票
へ
の

ご
記
入
、ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課 

統
計
係
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

　税・保険料は納期内に納

めるようにしましょう。

　また、納め忘れがなく

簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

１月納期の
税・保険料

・・・・・

市県民税　　　　　４期

国民健康保険税　　７期

後期高齢者医療保険料　７期

納期限／１月 31日（火）

お
知
ら
せ

募
　
集

　市民の皆様の声を行政に

反映するために、市長と語

り合ってみませんか。話題

はなんでも結構です。

■日時／ 1月 23日（月）

　13時～ 16時

■�場所／公民館  紫尾分館

（真壁町椎尾 3950）

■�問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111代表）

※�次回／ 2月 27日（月） 

　�市役所  大和庁舎（羽田

1023）

市長と語ろう！

「市民の日」 桜
川
市
の
放
射
線
量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

※屋外活動制限基準値の目安は
　1.0 マイクロシーベルト／時間

測定日

（天気）

測定時間

9時 12時 15 時

12/ ５（晴） 0.118 0.108 0.111

12/12（晴） 0.122 0.110 0.109

12/19（晴） 0.114 0.115 0.100



２
月
の
予
防
接
種

■
ポ
リ
オ

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

・�

対
象
／
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
児

・
日
程
／
２
月
３
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
15
分
～
13
時
45
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、

予
診
票
、

真
壁
地
区
の
方

・�

対
象
／
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
児

・
日
程
／
２
月
９
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
15
分
～
13
時
45
分

月
生

・
日
程
／
２
月
２
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
21
・
10
月
、
11
月
、
12

月
生

・
日
程
／
２
月
16
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ

■
育
児
相
談

・�

対
象
／
Ｈ
23
・
７
月
、
８
月
、
９

月
生

・
日
程
／
２
月
７
日
（
火
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

２
月
の
母
と
子
の
健
康
づ

く
り

■
子
ど
も
健
康
教
室

・�

対
象
／
生
後
１
歳
未
満
児
の
保
護
者

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、

予
診
票
、

２
月
の
乳
幼
児
健
診
・
育

児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
22
・
６
月
、
７
月
生

・
日
程
／
２
月
21
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�
持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
23
・
２
月
生

・
日
程
／
２
月
27
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
23
・
８
月
、
９
月
生

・
日
程
／
２
月
28
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
３
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
20
・
10
月
、
11
月
、
12

・
日
程
／
２
月
14
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
子
ど
も
の
救
急
っ
て
ど

ん
な
と
き
？
」

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ラ
ス

・
対
象
／
初
妊
婦
と
夫

・
日
程
／
２
月
22
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
15
時

・
持
参
／
母
子
健
康
手
帳（
要
予
約
）

２
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
母
子
、
成
人

・
日
程
／
２
月
２
日（
木
）、16
日（
木
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁
舎
）、

真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
栄
養
相
談
は
要

予
約２

月
の
献
血

■
２
月
９
日
（
木
）

・
会
場
／
県
西
総
合
病
院

・
受
付
時
間
／
13
時
30
分
～
16
時

■
２
月
27
日
（
月
）

・�

会
場
／
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア
カ
ス
ミ

岩
瀬
店

・�

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
12
時
・
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健康ガイド
《問合先》健康推進課 ☎58-5111・75-3111（代）

２月分

Health guide13
時
15
分
～
16
時

２
月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア

・
日
程
／
第
１
、２
、３
、４
火
曜
日

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30
分

・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
２
月
13
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・��

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

２
月
の
休
日
応
急
診
察
医

療
機
関

２
月
５
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１

�

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

２
月
11
日
（
土
）

・
医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

２
月
12
日
（
日
）

�

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

２
月
19
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
千
勝
医
院

・
住
所
／
本
木
１
６
０
２-

５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
１
０

２
月
26
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

７
７
５
５

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各

庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

市
民
健
康
講
座

～
膝
・
腰
・
肩
の
長
引
く
痛
み
～

■
日
時
／
２
月
１
日
（
水
）
13
時
30

分
～
15
時

■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２

階
集
会
室
　

■
講
師
／
県
西
総
合
病
院
　
整
形
外

科
医
長
　
中な

か

川が
わ 

司
つ
か
さ 

先
生

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

～
骨
盤
ゆ
が
み
チ
ェ
ッ
ク
！
～

① 

全
身
の
力
を
抜
い
て
平
ら
な

床
に
仰
向
け
で
寝
る

② 

か
か
と
、
つ
ま
先
の
角
度
を

見
る

※
ゆ
が
み
が
な
い
と
均
等
に
足

先
が
開
く
が
、
ゆ
が
み
が
あ
る

場
合
は
、
片
方
の
足
の
傾
き
が

大
き
か
っ
た
り
、
つ
ま
先
同
士

が
く
っ
つ
き
ま
す
。

　
骨
盤
の
ゆ
が
み
が
気
に
な
る
方

は
、講
座
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

初
心
者
向
け
・
体
力
に
自
身
あ
る
方

コ
ー
ス
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
各
講

座
１
回
の
参
加
で
す
。

■
講
師
／
堀ほ

り

江え

亜あ

紀き 

先
生

■
対
象
者
／
市
内
在
住
概
ね
64
歳
ま

で
の
方

■
募
集
人
数
／
各
コ
ー
ス
50
人

■
参
加
料
／
無
料

■
持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
飲

み
物
な
ど
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル

※
マ
ッ
ト
は
先
着
20
人
に
貸
し
出
し

ま
す
。（
要
予
約
）

■
申
込
期
間
／
1
月
23
日
（
月
）
よ

り
電
話
に
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推

進
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
２
３
５
４
）

土、日ＯＫ、夜８時まで教習、送迎バスあり（無料）、ローンあり

お問い合わせ

公認 明野自動車学校 ホームページ　http://www.areaguide.jp/akenods/
（52）2811☎0296

もうすぐ春休み、そして就職、入学・進学と
　　　その前の免許取得を明野自動車学校は応援します。
もうすぐ春休み、そして就職、入学・進学と
　　　その前の免許取得を明野自動車学校は応援します。

春休みを利用して春休みを利用して免許を取得しよう！免許を取得しよう！
マイペースプラン スピードプラン

運 転 許
自分のペースでコツコツと教
習。学校や仕事とのスケ
ジュール調整を図りながら無
理なく教習を進められます。

自分のペースでコツコツと教
習。学校や仕事とのスケ
ジュール調整を図りながら無
理なく教習を進められます。

“待ち時間なし”の無駄を省
いたプラン。混雑する時期に
オススメ。

“待ち時間なし”の無駄を省
いたプラン。混雑する時期に
オススメ。

免 萩原総合法律事務所
茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二

☎0296-48-8875

SATOHビル２階
下館駅南口

入口は南駐車場側となります
入口 パチンコ店

1F BIGFACE

Ｐ

法律相談  30分 5,250円～

『相続お済みですか？』『相続お済みですか？』

筑西市乙828-3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）

～よりよい明日への

　　　　一歩を共に～

骨
盤
の
ゆ
が
み
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

骨
盤
の
ゆ
が
み
は
、
下
半
身
の
冷
え
症
の
原
因
や
肌
荒
れ
の
も
と
に
も

な
り
ま
す
。

簡
単
！
ゆ
が
み
解
消
！  

骨
盤
体
操

コ　ー　ス 日　　　時 場　　　所

体力に自信のある
方、50 歳代ぐらい
までの方

2月 6日（月）
13時 15 分～ 15時

岩瀬福祉センター
2 階  大集会室（和
室）

初心者向け、50 歳
代以上の方

2月 16日（木）
13時 15 分～ 15時

真壁福祉センター
２階 集会室

〈骨盤体操の日程〉
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市民の皆様の声を行政に反映するために、市長と
お話ししてみませんか。話題はなんでも結構です。
皆様のご来場をお待ちしています。

■時　間／13 時～ 16時
■場　所／桜川市公民館 紫尾分館
■問合先／秘書広報課（☎58-5111・75-3111 代表）

市長と話してみませんか？
～市民の日～

１月２３日（月）

家庭ごみの収集について
ごみの減量化および分別収集（リサイクル）につきましては、日頃からご協力をいた
だき、ありがとうございます。
今後も、各種ごみの出し方につきましては、以下のことに注意してくださいますよう
お願いいたします。

◆
ご
み
は
、
必
ず
桜
川
市
指
定
の

ご
み
専
用
袋
に
、
地
区
名
と
氏
名

を
記
入
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

　
収
集
日
以
外
に
集
積
所
へ
ご
み
を

持
ち
込
む
と
、
犬
・
猫
・
カ
ラ
ス
な

ど
が
ご
み
を
散
乱
さ
せ
、
付
近
の
皆

さ
ま
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
収
集
日
と
時
間
を
必

ず
守
り
、
所
定
の
集
積
所
に
ご
み
は

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
人
が
、
気
持
ち
良
く
利
用

で
き
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　　
燃
え
る
ご
み
は
週
２
回
、
燃
え
な

い
ご
み
・
資
源
ご
み
は
月
１
回
収
集

し
て
い
ま
す
。

※
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
当
初
に
配
布
す
る
『
ご
み
の
分

別
収
集
等
の
お
知
ら
せ
』
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
注
）
ご
み
は
家
庭
な
ど
で
燃
や
さ

な
い
で
、
ご
み
収
集
時
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
資
源
ご
み
（
新
聞
紙
・
雑
誌
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
び
ん
類
・
缶
類
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）
の
扱
い

　
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ご
み

は
、
毎
月
１
回
実
施
さ
れ
る
資
源
ご

み
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
資
源
ご
み
を
、(

可
燃･

不
燃)

ゴ
ミ
と
し
て
出
す
と
、
市
の
負
担
す

る
ご
み
処
理
費
が
増
加
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　
桜
川
市
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
面
倒
で
も

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　　
資
源
ご
み
の
売
却
費
は
、
収
集
量

に
応
じ
て
『
分
別
収
集
報
奨
金
』
と

し
て
、
各
地
区
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

『
分
別
収
集
報
奨
金
』
は
、
カ
ゴ
単

位
で
は
な
く
、
種
類
ご
と
の
重
量

（
㎏
）
で
計
算
し
て
い
ま
す
。

◆
ス
プ
レ
ー
缶
・
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
な
ど
は
、
ガ
ス
抜
き
を

し
て
く
だ
さ
い

　
ガ
ス
抜
き
を
し
て
い
な
い
ス
プ

レ
ー
缶(

殺
虫
剤
、
化
粧
品
、
塗
料

な
ど)

・
卓
上
コ
ン
ロ
用
の
ガ
ス
ボ

ン
ベ
や
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
が

混
入
さ
れ
て
い
る
と
、
ご
み
収
集

車
・
処
理
場
で
の
火
災
事
故
が
発
生

し
ま
す
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
や
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
な
ど
を
出
す
と
き
は
、
ご
面
倒

で
も
必
ず
大
き
目
の
穴
を
あ
け
、
完

全
に
ガ
ス
抜
き
を
し
て
か
ら
『
桜
川

市
指
定
の
ご
み
専
用
袋
』
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。お
願
い
し
ま
す
。

リサイクルできる資源ごみ

（不燃物用） （可燃物用）

■問合先／環境対策課（☎58－ 5111・75－ 3111、内線2286）

桜川市指定のゴミ袋
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有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

　
真
壁
伝
承
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る

も
の
の
中
で
、
見
学
者
に
人
気
の
一

品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
展
示
室
２
と
企
画
展
示
室
に
そ
れ

ぞ
れ
一
つ
ず
つ
置
か
れ
て
い
る
町
並

み
の
模
型
で
す
。

　
展
示
室
２
に
あ
る
も
の
は
、
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
建
物

と
そ
の
周
辺
の
登
録
文
化
財
が
配
置

さ
れ
た
も
の
で
、
３
０
０
分
の
１
の

大
き
さ
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
企
画
展
示
室
に
あ
る

　
最
後
に
、
こ
の
模
型
の
一
番
楽
し

い
見
方
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
、

目
線
を
下
げ
て
道
路
と
同
じ
高
さ
で

見
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
ま

さ
に
そ
の
道
に
立
っ
て
い
る
か
の
よ

う
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
実
際
に
町
へ
出
て
、
現

地
に
立
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

も
の
は
、
真
壁
陣
屋
跡
の
範
囲
を
中

心
に
し
た
も
の
で
、
発
掘
調
査
中
の

様
子
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
１
５
０
分
の
１
の
大
き
さ
で
、

建
物
の
ほ
か
に
も
信
号
や
自
動
車
・

人
物
な
ど
の
模
型
も
置
か
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
模
型
は
、
ど
ち
ら
も
筑
波
大

学
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
先
生
と

学
生
さ
ん
が
作
成
し
た
も
の
で
、
道

路
は
紙
で
、
建
物
は
一
つ
ひ
と
つ
測

量
し
て
作
っ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製

の
本
体
に
写
真
を
貼
り
付
け
て
精
巧

に
で
き
て
い
ま
す
。

歴

No.42
文化生涯学習課

真壁伝承館

文化財係（☎0296-
23-8521）

史
資
料
館
だ
よ
り

筑波大学都市デザイン研究室の先生と学生の手により精巧に作成された町並みの模型（上写真：左・右）

展
示
室
２
に
展
示
中
の
伝
建
地
区
周
辺
の
町

並
み
模
型
（
１
／
３
０
０
）

企
画
展
示
室
に
展
示
中
の
真
壁
陣
屋
跡
の
町

並
み
模
型
（
１
／
１
５
０
）

縦・横・斜め・真上からと、いろんな角度から町並みをのぞいて見ましょう。（上写真：左・右）

真
壁
伝
承
館
の 『
町
並
み
模
型
』
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

かんたん健康法コツのコツ即効！快眠法　志田美保子 監修

てがみをください　　　　　　　　　　　山下明生 作・村上　勉 絵

ろくべえ　まってろよ　　　　　　　　　灰谷健次郎 作・長　新太 絵

《一般図書》

暮らし上手なマナーコツのコツ①～⑤　　暮らしのマナー研究会　編

あっ咲いた！洋ラン　コツのコツ　　　　岡田　　弘 著

実をいうと私は、写真を信じています　　荒木　経惟 著

介護をはじめるときに読む本　　　　　　下　　正宗 監修

【今月のお薦め本】

アニマルズ・ピープル
インドラ・シンハ 著・
谷崎　由依　訳

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

大和中央公民館
《児童図書》

６時間でできる！２ケタ×２ケタの暗算―岩波メソッドゴースト暗算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩波　邦明 著

リラクマ４クママンガ　２　　　　　　　コンドウアキ 著

まっかなトマト　　　　　　　　　　　　鈴木　章史 著

《一般図書》

TOEIC テスト 280 点だった私が半年で 800 点、

３年で同時通訳者になれた 42のルール　 小熊　弥生 著

人生がときめく片づけの魔法　　　　　　近藤麻理恵 著

百歳　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田　トヨ 著

無敗の剣聖　塚原卜伝　　　　　　　　　矢作　幸雄 著

【今月のお薦め本】

ヒア･カムズ･ザ･サン
有川　浩 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

《児童図書》　　冬休み課題図書も貸出中

もぐらバス　　　　　　　　　　　佐藤雅彦 原案・うちのますみ 文絵

うさぎドロップ（１～３巻 )　　　　　　 宇仁田ゆみ 著

オズのふしぎんな国　　　　　　　ライマン･フランク・ポーム 著・宮崎宏美 訳

くまさんのまほうのえんぴつ

アンソニー･ブラウンとこどもたち 作・さくまゆみこ 訳

せんろはつづくどこまでつづく　　　　　鈴木まもる 文絵

《一般図書》

当たる！手相　　　　　　　　　　　　　杉本　蘭華 著

戦国武将ビジュアルプロフィール 200　　青木　康洋 編著

磯野家の相続税　　　　　　　　　　　　長谷川裕雅 著

親子のための地震イツモノート　　　　　地震イツモプロジェクト 編

100 歳までボケない朝一番の簡単スープ　白澤　卓二 著

人生がときめく片づけの魔法　　　　　　近藤麻理恵 著

【今月のお薦め本】

時をこえる仏像
～修復師の仕事～
飯泉太子宗　著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
～
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
～
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】　

も
み
ぢ
降
る
一
期
一
会
の
野
点
か
な

小
林 

啓
治

妻
と
居
て
縁
の
冬
日
を
欲
し
い
ま
ま

荻
原 

勅
彦

宮
司
賞
受
け
た
る
菊
の
威
儀
解
か
ず

藤
田 
凡
鐘

ひ
き
寄
せ
る
毛
布
に
反
り
て
静
心

小
林 

フ
ク

し
ろ
が
ね
の
光
を
放
つ
冬
木
の
芽

三
代 

み
ち
よ

箒
目
に
鳥
の
足
あ
と
神
の
留
守

若
色 

寿
美
女

お
し
ゃ
べ
り
と
笑
顔
が
揃
ふ
日
向
ぽ
こ金

田 

と
う
女

枯
菊
を
焚
ひ
て
香
り
に
包
ま
れ
り

渡
辺 

い
し

鼻
水
を
す
ゝ
り
な
が
ら
の
芋
煮
会

入
山 

ひ
ろ
子

シ
ク
ラ
メ
ン
家
の
一
等
席
に
座
す

永
瀬 

ち
い

声
高
の
電
話
が
歩
く
師
走
か
な

細
谷 

充
女

母
の
訃
報
に
手
零
れ
し
た
る
風
邪
薬

萩
原 

き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

円
空
の
仏
は
未
完
木
曽
時
雨

海
老
沢 

静
夫

夢
多
き
少
年
の
眸
や
冬
銀
河

鈴
木 

ノ
ブ
子

お
地
蔵
の
前
垂
赤
く
冬
ざ
る
る

田
崎 

信
子

手
の
ひ
ら
に
の
る
紫
の
遠
筑
波

泉 

健
作

襟
巻
の
狐
く
る
り
と
そ
っ
ぽ
向
く

松
崎 

い
ま

湯
豆
腐
や
湯
気
の
向
う
に
夫
の
顔

大
関 

く
に

夕
紅
葉
入
日
吸
ひ
込
む
深
さ
か
な

海
老
沢 

幸
子

落
葉
散
る
喪
中
は
が
き
が
や
た
ら
来
る

植
田 

祥
雲

一
位
の
実
ふ
ふ
め
ば
旅
愁
お
の
づ
か
ら

今
井 

繁
子

焼
却
の
煙
真
横
に
冬
の
暮

君
島 

真
理
子

木
守
柿
鳥
屋
も
豚
舎
も
朽
ち
し
ま
ゝ

宮
本 

芳
江

湯
豆
腐
鍋
互
い
に
胡
座
か
い
て
を
り

吉
原 

秀
子

秋
祭
り
人
ご
み
の
中
に
友
は
い
ず

笠
倉 
陽
子

万
葉
集
書
庫
に
眠
れ
る
年
の
暮

金
子 

弘
毅

宝
塔
の
緑
青
鈍
き
冬
隣

竹
林 

て
る

湯
豆
腐
や
父
母
も
昭
和
も
は
る
か
に
て

飯
山 

昭

　
短
　
歌

【
や
ま
と
早
蕨
歌
会
】

あ
の
人
も
こ
の
人
も
逝
き
さ
び
し
け
り
　
兵
隊
話

す
る
人
も
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　 

笠
倉 

仰
雲

若
き
日
は
足
早
に
去
り
想
ひ
出
は
ゆ
つ
く
り
め
ぐ

る
星
空
の
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

木
藤 

と
み

孫
娘
成
人
式
だ
と
き
ど
り
ぎ
み
今
日
か
ら
異
る
顔

で
仲
間
入
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤 

悦
子

去
年
今
年
　
月
の
光
は
変
ら
ね
ど
変
り
果
て
た
る

被
災
者
の
く
ら
し
　
　
　
　
　
　
　 

田
中 

き
み

ま
た
ひ
と
つ
齢
重
ね
し
除
夜
の
鐘
今
年
こ
そ
は
と

夢
を
新
た
に
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
原 

す
み
子

い
ち
じ
つ
の
歩
数
し
る
し
て
梅
園
に
春
告
鳥
の
初

音
き
き
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
島 

龍
子

夫
の
足
さ
す
れ
ば
細
き
そ
の
あ
た
り
眼
鏡
く
も
り

て
ベ
ッ
ト
を
離
る
　
　
　
　
　
　
　 

北
条 

正
子

俺
よ
り
も
先
に
逝
く
な
と
言
う
夫
に
あ
れ
ど
我
が

身
に
老
の
著え

ち

け
し
　
　
　
　
　
　
　 

皆
川 

米
子

【
一
般
投
稿
】

紅
葉
の
奥
入
瀬
十
和
田
め
ぐ
る
旅
湖う

み

辺べ

の
木
陰
に

乙
女
像
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

梅
井 

光
子

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

初
日
拝
ん
で
お
屠
蘇
を
飲
ん
で
夫つ

ま

と
氏
神
宮
参
り

つ
く
志 

輝
美

杉
の
木
立
や
鳥
居
を
潜
り
目
ざ
す
参
拝
奥
の
院

一
木 

み
ど
り

雪
は
女
の
襟
元
な
ぜ
て
秘
湯
の
ラ
ン
プ
の
う
す
灯

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
葉 

建
正

地
殻
鎮
め
て
復
興
誓
い
辰
の
時
刻
の
初
詣
で田  

哲
人



環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

発行：桜川市 / 月２回 (１日 /15 日）
編集：市長公室秘書広報課
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広報 No.151 １月１日発行 　東日本大震災で明け暮れた昨年、市内の各所で未だ震

災の傷跡も完全には消えないまま、新年を迎えました。

震災以前の風景を取り戻せるよう一日も早い復興を願

います。

　霊峰加波山からのご来光が市内を照らしだす冬の早

朝、上野沼（上野原地新田地区）に朝陽が差し込みまし

た。今年１年が平穏無事でありますように。また、大震

災時の教訓も忘れませんように。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

っ ！ぁお き れくな

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
我
家
は
４
世
帯
で
、
孫
た
ち

が
中
心
と
な
り
明
る
く
楽
し
い

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
二

人
に
は
、
い
つ
ま
で
も
仲
良
く

優
し
い
女
の
子
で
い
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消
防

車
ま
で
来
た
！
」
と
ビ
ッ
ク
リ
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
筑
西
広
域
消
防
本
部
管
内
で

は
、
早
期
に
傷
病
者
に
対
す
る
適

切
な
救
急
活
動
を
行
う
た
め
、
救

急
車
（
救
急
隊
）
の
み
で
は
対
応

困
難
な
事
態
に
備
え
、
１
１
９
番

通
報
を
受
信
す
る
指
令
セ
ン
タ
ー

が
判
断
し
て
、
ポ
ン
プ
車
（
消
防

隊
）
を
出
動
さ
せ
、
救
急
活
動
を

支
援
す
る
連
携
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
同
時
に
出
動
す
る
ポ
ン
プ
車
に

は
、
応
急
処
置
に
必
要
な
資
器 

材
を
積
載
し
、
ま
た
、
救
急
資
格

を
有
す
る
消
防
隊
員
も
乗
車
し
て

お
り
、
応
急
処
置
は
も
ち
ろ
ん
、

心
肺
停
止
の
傷
病
者
に
対
す
る
胸

骨
圧
迫
な
ど
の
救
命
処
置
の
支
援

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
命
率
の

向
上
な
ど
市
民
の
安
心
を
確
保
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
は

区
別
で
き
ま
す

・
火
災
の
場
合
に
は
・
・
・

　
サ
イ
レ
ン
音
『
ウ
～
ウ
～
』
＋

　
鐘
の
音
『
カ
ン
カ
ン
』

・
火
災
以
外
の
場
合
は
・
・
・

　
サ
イ
レ
ン
音
『
ウ
～
ウ
～
』

■
問
合
先
／
筑
西
広
域
消
防
本
部

（
☎
０
２
９
６-

20-

０
１
１
９

代
表
）、
警
防
課
（
☎
０
２
９
６

-

24-

４
１
０
４
）

救急訓練の模様／火災以外でも消防ポンプ車が出動し
救急活動を行う場合があります。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

ひ
と
こ
と

　
や
ん
ち
ゃ
で
、
ひ
ょ
う
き
ん

者
の
蒼
空
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
い
っ
ぱ
い
一
緒
に
遊
ぼ

う
ね
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
毎
日

と
っ
て
も
幸
せ
だ
よ
。

中な
か

島じ
ま 

海み

音お
ん

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
17
年
６
月
16
日
生

林
は
や
し

　 

蒼そ

空ら

ち
ゃ
ん

 

平
成
21
年
７
月
18
日
生

（
小
塩
地
区
）

中な
か

島じ
ま 

華か

音の
ん

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
19
年
９
月
28
日
生

（
真
壁
町
長
岡
地
区
）

消
防
自
動
車
も
救
急
出
動（
Ｐ
Ａ
連
携
）

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

こちら筑西広域
消
防
本
部

「
Ｐ
Ａ
連
携
」
と
は
、
消

防
車（P

um
p
e
r

）
と
救
急

車（A
m
b
ulance

）が
連
携

し
て
救
急
活
動
を
行
う

こ
と
で
す
。
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